
企業は、東日本大震災などの実際の危機を経験し、地震対策やBCPの実効性を高める取組みを進
めている。その取組みの一つとして効果的なものが”訓練”である。

参加者や取組みレベルに応じて訓練目標を設定し、適した訓練形態を選定することがポイント。

お客さまの課題やリスクに「より、そう」

東北電力のパートナー企業

● 訓練の目的、訓練形態、参加者、
　 訓練シナリオ等の明確化
● 訓練時に用いる各種資料の作成支援

● 訓練報告書の作成
● 訓練評価（チェックリスト）取り纏め
● 参加者へのアンケート実施

①訓練の計画

● 事前説明会等の実施
● 訓練当日の支援、講評②訓練の実施

● 課題に対する対策の実施プラン作成・
　 アドバイス

④訓練結果の
　反映

③訓練の評価
　課題整理
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BCP訓練

❶BCP訓練の必要性

❷訓練の流れ

❸総合的な提案

●限られたメンバーでＢＣＰを策定したが、役職員の認識度が低い
●多数の役職員の参加により、BCPの実現性に関する不備等の気づきを発見したい
●訓練を通じて、BCPマニュアルの実効性と改善事項を確認したい
●BCPに関わる要員が個人としての役割、所属する部門としての役割を遂行できるようにしたい

貴社の事業継続態勢を確認し、ブラッシュアップするために必要なBCP訓練の実施を支援。

貴社の課題に応じて、適切
な訓練を企画・実施。




